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刃物の交換

刃物の取付け・取外 し
カーボンブラシの交換

カーボンフラシの摩耗が大きくなりま
すとモータ故障の原因 となりますの

で、長さが摩耗限度線 (残り約 5mm)

ぐらいになりましたら新品と交換 して

ください。 (必ず 2個 セッ トで交換 し
てください。)

【注意】

当社指定のカーボンブラシ (No 21)
ご使用 ください。 1111

( 1 )カバーの止めねじを外 し、カバー

を取り外 します。

のスピン ドル回ックピンを押 し、
刃物の回転を固定 してください。

0ス ピンドル回ックピンを押 したまま
カッタ取付ボル トを大角棒スパナで

右方向に回転させ、刃物を取 り外 し

新 しい刃物と交換 してください。

0刃 物の取付け方向はREXマ ーク及び
文字が刻印されている面を表に向けて
取付けてください。

O刃 物の交換が終了したら、必ずカバー

を取付け、止めねじをしっかりと締めつ
けてください。

【注意】

・刃物は純正品をお使いください。
・刃物が回転軸に正 しく挿入されている
か確認 してください。

スピンドル
ロックピン

修理をご依頼のときは

本機は厳密な精度で製造されています。 したがいまして、

場合には、決 してご自分で修理 をなさらないで、下記のとこ

最寄りの

レッキス製品取扱店

レッキスエ業営業所 (裏表紙参照)

レッキステクノサービス部 072963-1960

その他、部品ご入用の場合、あるいは取扱い上でご不明の点がございましたら遠慮なく

お問い合わせください。
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・スピン ドル回ック
ことを確認 してか

ください。

ピンが確実に戻った

らスイッチを入れて

カーボンブラシの交換

！ｉｉ「一】Ｆ 騒鱗壌路襲鵜
刃物を交換するときは、カッタ本体のスイッチをOFFに し、差し込みプラグを電源から抜
いて作業を行つてください。差し込まれたままだと不意に作動して事故やケガの原因にな
ります。
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